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要　旨　　保健婦学生55名（平均年齢21．9歳）を対象に，水中体重法による体脂肪

率と各種肥満判定法，皮下脂肪厚，血清脂質などとの関係にっいて検討した．体脂肪

率と肥満度との相関は，ブローカ法，桂法ともに0．65，加藤法0．61で，いずれも正

の相関が得られた．体格指数との関係では，ローレル指数，BMIいずれも0．64であっ

た．体脂肪率と皮脂厚との関係では，皮脂厚和の2点法0。78，3点法0．80で，7点

法および8点法は0．85と多部位の和になるほど相関が高かった。今回の結果からは，

体脂肪率と肥満判定法との間にはすべて有意の正の相関が得られたが，皮下脂肪厚が

他の方法に比較し若干高い相関があった．また体脂肪率と血清脂質との間には有意な

相関はみられなかった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長大医短紀要4：85－89，1990
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はじめに

　肥満とは，通常体内に脂肪が過剰に蓄積し

た状態であると定義されることから，正確な

肥満の判定には体脂肪量を測定することが最

も妥当と考えられる．体脂肪量の測定法には

いくっかの方法があるが1），水中体重法は身

体密度より体脂肪量を求める方法で，最も普

及している方法である往

　今回われわれは保健婦学校の女子学生を対

象に水中体重法による体脂肪率（以下％fat）

を測定し，従来から臨床などで用いられてい

る肥満度，体格指数，皮下脂肪厚ならびに血

清脂質との関連にっいて検討したので報告す

る．

1．対象および方法

　21～23歳までの長崎県立保健看護学校保

健学科学生55名（平均年齢21．9歳）を対象

とし，1989年7月に26名，1990年7月に

29名測定した．

　水中体重の測定は，長崎大学教養部保健体

育実験室において，中にブランコ様の台座の

付いたステンレス製タンク（内径120㎝，深

さ160㎝）を使用し，肺残気量は閉鎖式He

希釈法を用いた．被験者は，タンク内で数回

の深呼吸後，最大呼気位で全身が沈むように

座り，記録器が安定した最大の重さを水中体

重とした．測定は数回実施し，最大値を採用

した．

長崎大学医療技術短期大学部看護学科

長崎県立女子短期大学体育科

長崎大学教養部保健体育学教室

琴海町立病院

一85一



勝野久美子他

　％fatを算出するためにはまず身体密度を

求める．これはアルキメデスの原理を応用し

たもので，通常次の式より算出される．

　％fatは，上記により求めた身体密度を次

のBr砿ekらの推定式3）に代入して求めた．

（3．4．5．は，　身長㎝　体重㎏）

　　　　4，570
％fat＝（　　一4．142）×100
　　　　身体密度

　皮下脂肪厚（以下，皮脂厚）の測定は，上

腕部，肩甲骨下部，腹部，側腹部，胸部，大

腿部，膝部，腋下部の8部位を，栄研式皮脂

厚計を用い，すべて共同研究者のY．T．が実

施した．

　皮脂厚和は，2点法を上腕部と肩甲骨下部

の和，3点法を2点法と腹部の和，7点法を

膝部を除く7部位の和，8点法を全部位の和

とした．

　さらに身長，体重などを計測し，1990年

に測定した29名にっいては同時に血清脂質

を酵素法により測定した．

　また，体格指数および肥満度は，以下の計

算式より求めた．

　　　　　　　体重（kg）
1．ローレル指数二　　　　　×107
　　　　　　　身長3（㎝）

2．BMI（Body　Mass　Index）二

　　　　　　　　　体重（kg）
　　　　　　　　　　　　　×104
　　　　　　　　　身長2（m）

　　　　　　　体重
3．加藤法二　　　　　　　　×100
　　　　　（身長一50）×0．5

　　　　　　　　体重
4．ブローカ法二　　　　　×100
　　　　　　身長一100

　　　　　　体重
5．桂法＝　　　　　　　　　×100
　　　　（身長一100）×0．9

2．結果

1）被験者の身体諸計測値

　被験者の身体計測値の平均（M±S　D）は，

身長158．7±5．2㎝，体重52．1±6．5㎏で，皮

脂厚は（単位㎜），上腕部17．5±5．0，肩甲骨

下部16．0±4．9，腹部19．0±5．2，側腹部18．7

±6．9，胸部14．5±4．2，大腿部25．9±4．7，

膝部14．3±4．6，腋下部12．4±4．0であった．

2）被験者の％fat，皮脂厚和，体格指数，

　肥満度ならびに血清脂質値

　被験者の％fat，皮脂厚和，体格指数，肥

満度ならびに血清脂質の平均値を表1に示し

た．

　被験者の％fatは平均23．5±4．8％で，

Huenemamら4）の基準により30％以上を肥

満とすると，肥満者は4名であった．

　皮脂厚和は，表1に示すように2点法33．5

±9．0㎜，3点法52．4±13．4㎜で，7点法

124．2±29．4㎜，8点法138．5±32．0㎜であっ

た．

　体格指数は，BMI20．6±2．1，ローレル指

数130．1±14．1で，成人の肥満の基準とされ

るBMI25以上，ローレル指数160以上はそ

れぞれ2名であった．肥満度では，ブローカ

法88．8±9、5％，桂法98．7±10．6％，加藤法

95．7±10．1％で，肥満とされる120％を越え

るものは桂法，加藤法で1名いたが，ブロー

カ法による肥満者はいなかった．

　血清コレステロール値は185．3±21．2mg／dl

で，上限をわずかに越えたものが1名いたが，

トリグリセリドは74．4±20．7mg／dlで，すべ

て正常範囲であった．

3）％fatと他の肥満判定法および血清脂質

　　との相関

　表1にはさらに％fatと皮脂厚和・体格指

数。肥満度・血清脂質との相関係数を示した．

　％fatと皮脂厚和との関係では，2点法

0．777，3点法0．795で，さらに7点法0．846，
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表1　保健婦学生の％fat，皮脂厚和，体格指数および肥満度の平均値と相関係数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nニ55
項　　目 平均値±標準偏差 ％fatとの相関係数

％fat（水中体重法） 23．5±4．8（％）

皮脂厚和

2　　点　　　法 33．5±9．0（㎜） 0．777　＊＊

3　　点　　　法 52．4±13．4（皿） 0．795　＊＊

7　　点　　　法 124．2±29．4（㎜） 0．846　＊＊

8　　点　　　法 138．5±32．0（㎜） 0．853　＊＊

体格指数

ローレル指数 130，1±14，1 0．644　＊＊

Body　Mass　Index 20．6±2．1 0．640　＊＊

肥満度
加　　　藤　　　法 95．7±10．1（％） 0．612　＊＊

ブ　ロ　ー　カ　法 88．8±9．5（％） G．654　＊＊

桂　　　　　　法 98．7±10．6（％） 0．654　＊＊

血清脂質

総コレステロール 185．3±21．2mg／dl 0，126

トリグリセリ　ド 74．4±20．7mg／d1 0，156

＊＊P＜0．01

　　　　　　　　　－
8点法0．853と部位が多くなるほど強い相関

がみられた．

体格指数との相関係数は，BMI，ローレル

指数ともに0．64前後であった．肥満度との

問には，加藤法で0．61，ブローカ法と桂法

で0．65程度の正の相関がみられた．

血清脂質との関係では，総コレステロール，

トリグリセリドいずれも％fatとの有意な相

関はみられなかった．

図1には，％fatと皮脂厚和の2点法・3

点法との相関を，図2には，％fatと桂法・

BMIとの相関を示した．

3．考察

体脂肪量を測定し，体重との比率から肥満

度を決定することは，肥満の定義から考えて

理論的に優れた方法であるといえる．今回実

施した水中体重法は，体脂肪量の測定方法と

して最も普及し，他の測定法の比較基準とし

て用いられることも多い．しかし，測定に時

間がかかり，大がかりな装置が必要であるな

ど臨床で用いるには非常に困難な方法である．

一方，体格指数や肥満度は，従来から広く

肥満の判定に採用され，臨床でも簡便に用い

ることができる．しかし，これらは身長と体

重から肥満を判定するため，体重の増減が真

に体脂肪量によるものかどうかは判別できな

い．そこでどの肥満判定法が肥満をより正確

に反映しているかを，体脂肪率との関係から

検討することは意義があることと考えられる．

今回の測定結果では，％fatと肥満度との

関係は，加藤法が0．61と他に比較し若干低

かったが，ブローカ法と桂法は共に0．65で

あり，これら3法ともほぼ同程度の相関と考

えられた。また体格指数との関係にっいて，

長嶺はローレル指数は身長の影響があり一定

性がなく，BM　Iが優れていると述べている

が5），われわれの結果では両者とも大差なく
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0．64の相関が得られた．

　一方，皮脂厚との関係では，2点法0．78，

3点法0．80と他の判定法より強い相関が得

られ，さらに7点法，8点法と部位が増える

ほど高い相関が得られた．長嶺はBMLロー

レル指数に比較し皮脂厚和2点法は％fatと

の相関が高く，肥満の判定には皮脂厚による

方法が最も適していると述べているが5），わ

れわれの結果も同様であった．皮脂厚による

肥満判定法では，7点法，8点法が最も高い

相関が得られたが，測定部位が多く肥満のス

クリーニングにはあまり適しているとはいえ

ない．それに比べ2点法，3点法は測定部位

も少なく臨床で比較的容易に用いることので

きる方法である思われる．

　今回は％fatと血清脂質との間に有意な相

関はみられなかったが，これは対象者が22

歳前後の健康な学生であり，血清脂質値も殆

ど正常範囲に集中したことも一因と考えられ

る．
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　本論文の一部は，第28回日本糖尿病学会

九州地方会にて発表した．
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